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科目名 単位・時間 7単位195時間地域・在宅看護論

担当講師名  専任教員　他 DP 1・2・3・4

科目設定
理由

　　地域・在宅看護論は、地域に住む、個人・家族を看護の対象として、その人が望む、その人らしい生活を支えることを目的に設定していま
す。そのために、生活の基盤である地域の現状や動向を把握し、社会情勢の変化とともに求められる在宅看護を発展的に考えます。そし
て、地域の中で、人々がお互いに持てる力を活かし、自他共に支えあう関り方や、対象者を中心とする、多職種との協働・連携、幅広い社会
資源の理解とその活用、対象者を包括的に捉えたマネジメント能力を身につけることを目指します。
　地域・在宅看護概論Ⅰでは、看護の対象を生活者として捉え、人々の暮らしとは何かを追求し、対象者の暮らしを支えるために必要な知識
を学びます。
　地域・在宅看護概論Ⅱでは、対象者を包括的に捉え、支えるための必要な幅広い知識を理解し、在宅における看護の役割について総合
的に学びます。
　より良い暮らしを支える看護では、情報通信技術（以下ICТ）の進展に伴い、対応できる能力や対象者に合わせた安全・安楽な生活環境
を整える知識や工夫を学びます。
　在宅看護援助論Ⅰでは、対象者が安心して生活できるよう医療管理に関する知識や支援方法を学びます。在宅看護援助論Ⅱでは、対象
者の特徴に合わせた訪問看護の専門知識を学ぶとともに、訪問看護演習を行います。
　地域・在宅看護論実習の場所は、保健医療福祉関連施設です。保健医療福祉チームにおける多職種連携や看護を実践するための基礎
能力を養います。

科
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地域・在宅看護概論Ⅰ 地域・在宅看護概論Ⅱ より良い暮らしを支える看護

1単位（15時間） 1単位（30時間） 1単位（15時間）

1 人々の暮らしと地域の理解
2 対象者の暮らしに必要な社会資源

1 暮らしを支える地域・在宅看護
2 地域・在宅看護を支える制度
3 在宅療養者を支える訪問看護
4 訪問看護のサービスの実際
5 時期別看護
6 地域連携と継続看護
7 暮らしにおける災害対策

1 地域在宅看護の展開方法
2 事例に対する看護を考える
　*国際福祉機器展(オンライン）

在宅看護援助論Ⅰ 在宅看護援助論Ⅱ

1単位（15時間）

学習を支える情
報

1　在宅看護の場や対象者について知り、今まで学んだことを活用し、その人がその人ら しく暮らしていける為の看護を考えていきましょう。

1 精神疾患療養者の看護
2 生活困難者の看護
3 認知症療養者の看護
4 難病の療養者看護
5 小児の療養者看護
6 生活自立困難者の療養者看護
7 終末期の療養者看護

1  在宅における訪問看護技術
2  暮らしを支える在宅看護技術
3  訪問看護演習

地域・在宅看護論実習

　2単位90時間

　地域・在宅看護論実習では、地域で暮らすあらゆる人々が、住み慣れた場所でその人らしい生活を送ることができるように支える看護を学
びます。地域には、産まれたばかりの新生児から高齢者までさまざまな発達段階にある人々が暮らしています。健康な人もいれば疾患や障
害をもちながら暮らす人など一人ひとり多様です。あらゆる場での実習を通して、看護の対象である個人と家族の望む暮らしの実現に向け
て、多職種連携や様々な社会資源の活用、マネジメントの実際等、切れ目のない支援について学びを深めましょう。
　　保健所・保健センター実習では、地域に暮らす人々の健康増進や疾病予防に向けた保健活動について学びます。事業に参加するととも
に、それぞれの事業について地域の特徴や法的根拠と結びつけて考え、住民の健康な暮らしを支えるための多職種連携・協働の実際や切
れ目のない支援について学びを深めましょう。また、地域で暮らす住民のさまざまな思いにも耳を傾けて看護の役割を考えてみましょう。
　　地域包括支援センター実習では、高齢者が住み慣れた地域で生活できるように、「介護予防ケアマネジメント」「総合相談」「権利擁護」
「包括的・継続的ケアマネジメント」の業務がどのように行われているのか学びます。見学を通して、市町村が行う高齢者の生活や介護の総
合相談の実際や多職種との連携の実際などを知るとともに、地域包括ケアシステムの理解や地域・在宅看護における看護の役割に繋げて
考えてみましょう。
　　デイケア・デイサービス実習では、加齢や障害のある人々が、その人らしい生活を送るための支援について学びます。利用者の1日の過
ごし方を見学し、その人に合わせた支援を指導者と共に行います。その支援が利用者にとってどのような意味をもつのか考えながら行いま
しょう。また、利用者及びその家族とコミュニケーションを図り、居宅サービスを利用することへの思いや生活の実際を知りましょう。そして、デ
イケア・デイサービスの役割と関連させて利用者の生活にどのように影響しているのか考えてみましょう。
　　訪問看護ステーション実習では、加齢や障害のある療養者と家族が住み慣れた場所で望む生活を送ることができるように支援するための
看護を学びます。療養者や家族が望む生活の実現に向けて、社会資源・制度の活用や多職種連携・協働がどのように行われているのか、
また地域・在宅看護における看護師の役割について考えましょう。さらに、療養者や家族とのコミュニケーションからさまざまな思いを知るとと
もに、訪問看護師の関わりの実際を通して、看護の根拠や個別性、看護観についても学びを深めましょう。
　　地域・在宅看護論実習のフィールドは人々が生活しているあらゆる場です。そのため、あらゆる人々の生活を尊重することが大切となりま
す。笑顔で挨拶し、マナーを守り、倫理的に行動していきましょう。
　　そして、さまざまな場での実習から多職種連携や社会資源の活用、マネジメントの必要性を理解し、地域・在宅看護に対する自己の考え
を明らかにしましょう。

31期生　1年次後期 30期生　2年次前期 30期生　2年次後期

30期生　2年次前後期 29期生　3年次前期

1単位（30時間）


